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１ 生涯にわたる心身両面の健康づくり

基本方針

● すべての市民が健康で明るく元気に生活できるよう、市民一人ひと
りの自主的な健康づくりの意識の高揚をはかるとともに、壮年期死亡
の減少、健康寿命の延伸および生活の質の向上をめざして、生活習慣
病の予防につとめ、市民の生涯を通じた主体的な健康づくりを支援し
ます。

● 母と子の健康の保持増進のため、妊産婦、乳幼児に対する健康診査・
保健指導などを行うとともに、妊娠・出産や子どもの成長に悪影響を
及ぼす恐れのある喫煙や食習慣などに対する指導をすすめます。

● 心の健康の保持増進についての市民の理解を深め、心の不健康とい
われる状態を早期に発見し、適切な対応をはかることにより、市民の
心の健康づくりを支援します。

● 感染症の予防につとめるとともに、発生時における迅速な対応をは
かるための危機管理体制の整備を推進します。

● 市立大学病院の機能拡充、市立病院の整備をすすめ、高度化・専門
化した医療ニーズなどに対応した医療の提供をはかるとともに救急医
療の充実につとめます。

● 食品製造・調理施設に対する衛生管理の監視、指導を強化し、市民
の安全な食生活を確保するとともに、建築物や住まいに関する相談、
指導など健康的な居住環境の確保につとめます。

● 食中毒、感染症などの原因により、生命、健康を脅かす事態が発生
した場合には、迅速かつ適切な対応をはかり被害を最小限にとどめま
す。

※1 21世紀における国民健康づくり運動（健康日本21）
２０１０年までの国民の健康づくりの指標として、平成１２年３月に厚生省（現厚生労働省）がまとめた健康づくり計画。壮年期死亡の減少、健

康寿命の延伸、生活の質の向上をめざし、生涯を通じた健康づくりを総合的に推進するための地方計画を策定することとされている。

1－2 健康

生活習慣病の予防 １－２－０－１－１

事 業 名 事 業 内 容 事 業 量 等 所 管 局
平成１２年度（実績） 平成１３～１５年度

「健康日本２１な
ごや計画」の策
定（新規）

２１世紀における国民健康づくり運動
（健康日本２１）※1 の趣旨をふまえ、市
民の健康づくり、疾病の予防や生活の
質の向上をめざした健康づくりの計画
を策定

― 計画の策定 健康福祉局
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※2 母子保健の2010年までの国民運動計画（健やか親子21）
健康日本２１の一環となるものとして、平成１２年１１月に厚生省（現厚生労働省）がまとめた国民運動計画。安心できる出産や健やかな子育て

が可能な環境をつくり、健康で元気に生活できる社会をめざし、２０１０年までの母子保健の主要な取り組みを提示している。

保健事業の実施 生活習慣病予防のため、健康教育、健
康相談、健康診査などを実施

実施 個別健康教育、
骨粗しょう症
検診の導入

健康福祉局

健康普及センタ
ーの整備（新規）

「健康日本２１なごや計画」を推進する
ため、保健所や地域のスポーツ施設と
連携して市民の健康増進をはかる施設
を整備

― 調査 健康福祉局

保健所の改築等 中村保健所の移転改築

熱田保健所の移転改築

瑞穂保健所の移転改築

千種保健所の改修

西保健所の改築の検討

東保健所の改築の検討（新規）

保健所の耐震対応改修（再掲）
2 －1 －0 －3 －3
防災上重要な公共建築物の改築・耐震
改修〈→Ｐ７４〉

完成、業務開
始

建設

実施設計

地域冷暖房導
入設備工事

検討

―

完成、業務開
始

完成

庁舎改修の実
施設計

検討

検討

健康福祉局

平成１３～１５年度に要する投資的事業費 １�３６９百万円

母子の健康の保持増進 １－２－０－１－２

事 業 名 事 業 内 容 事 業 量 等 所 管 局
平成１２年度（実績） 平成１３～１５年度

母子保健計画の
策定（新規）

安心して子どもを産むことができ、子
どもが健やかに成長できるよう、母子
保健の２０１０年までの国民運動計画（健
やか親子２１）※2 をふまえ、本市の実情
にあわせた母子保健計画を策定

― 計画の策定 健康福祉局

妊産婦、乳幼児
に対する健康診
査、訪問指導な
ど

母子の健康の保持増進をはかるため、
妊婦や乳幼児に対する健康診査、新生
児や妊産婦に対する訪問指導などを実
施

乳幼児健康診査の未受診者について追
跡調査を実施（新規）

実施

―

実施

開始

健康福祉局
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※3 周産期医療
周産期とは、妊娠満２２週から生後１週間になるまでの期間をいう。周産期医療とは、周産期を中心に出生前後のさまざまな危険から母体、

胎児、新生児を守る医療。

心の健康づくりの支援 １－２－０－１－３

事 業 名 事 業 内 容 事 業 量 等 所 管 局
平成１２年度（実績） 平成１３～１５年度

心の健康づくり
の支援

市民の心の不健康に対応するため、保
健所や精神保健福祉センターにおいて
相談を実施するほか、心の健康に関す
る普及啓発を実施

精神保健福祉活動の推進（再掲）
1 －1 －3 －1 －5
精神保健の充実〈→Ｐ４６〉

こころの健康
電話相談・専
門相談の開始

実施 健康福祉局

周産期医療、小
児の救急医療の
充実

城北病院の移転改築に際し、周産期医
療※3、小児の救急医療を充実させるな
ど、母子医療を強化（再掲）
1 －2 －0 －1 －6
保健・医療・福祉の総合的エリアの整備
クオリティライフ２１城北構想の推進

〈→Ｐ５９〉

健康福祉局

老人性痴ほう疾患対策の充実 １－２－０－１－４

事 業 名 事 業 内 容 事 業 量 等 所 管 局
平成１２年度（実績） 平成１３～１５年度

高齢者精神保健
相談事業

心の健康に不安を感じている高齢者や
その家族に対して、保健所や精神保健
福祉センターにおいて相談を実施

実施 実施 健康福祉局

アレルギー、ぜん息対策の推進 １－２－０－１－５

事 業 名 事 業 内 容 事 業 量 等 所 管 局
平成１２年度（実績） 平成１３～１５年度

アレルギー、ぜ
ん息対策の推進

アレルギーやぜん息に関する正しい知
識を普及啓発し、発症を予防するため、
相談や指導、健康診査などを実施

実施 実施 健康福祉局

環 境 局

公害による健康
被害の予防と被
害者の救済
（再掲）

2 －2 －0 －2 －5
公害による健康被害の予防と救済
健康被害者の救済
健康被害の予防〈→Ｐ８７〉

環 境 局
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２ 感染症対策の充実
感染症の予防とまん延防止 １－２－０－２－１

事 業 名 事 業 内 容 事 業 量 等 所 管 局
平成１２年度（実績） 平成１３～１５年度

感染症対策事業 感染症の発生とまん延を防ぐため、感
染症の発生動向の調査や予防接種、予
防啓発などを実施

結核の治癒率
向上事業の開
始

実施

定期予防接種
の種類を拡大

健康福祉局

院内感染の発生
防止対策の推進

院内感染を防止するため、病室や手術
室の消毒などを実施

市立大学病院の改築整備にあわせ、感
染症患者用の専用手術室および隔離病
室のほか各病室に手洗い設備を設置

実施

―

実施

設置

健康福祉局

市 立 大 学

保健・医療・福祉の総合的エリアの整備 １－２－０－１－６

事 業 名 事 業 内 容 事 業 量 等 所 管 局
平成１２年度（実績） 平成１３～１５年度

クオリティライ
フ２１城北構想の
推進（新規）

市民の生活の質を高め、その健康の総
合的な保持増進をはかるため、産業技
術総合研究所中部センター（旧名古屋
工業技術研究所）移転跡地を保健・医
療・福祉サービスの一体的な提供を行
う総合的エリアとして整備

城北病院の移転改築
・周産期医療、小児救急医療を充実さ
せるなど母子医療を強化

健康普及センターの整備（新規）（再掲）
1 －2 －0 －1 －1
生活習慣病の予防〈→Ｐ５７〉

―

―

全体構想の策
定

基本設計

健康福祉局
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３ 適切で迅速な医療とリハビリテーションの充実
市立大学病院、市立病院の充実 １－２－０－３－１

事 業 名 事 業 内 容 事 業 量 等 所 管 局
平成１２年度（実績） 平成１３～１５年度

市立大学病院の
整備

高度先進医療機能を有するこの地域の
中核的医療機関としての機能を一層充
実
病棟・中央診療棟の改築
・医療の質や安全性を高めるととも
に患者サービスの向上をはかる
ため、療養環境を整備するほか、
各部門間をネットワーク化した
電子カルテを中心とした病院情
報システムを整備

・救急医療体制を強化するため、集
中治療部門を拡充するほか、救
急専用病床、ヘリコプターの緊
急離着陸場を設置

・高度専門医療を強化するため、高
度な無菌状態の手術室や高度医
療機器を整備

外来診療棟の改築（新規）

建設

―

完成、供用開
始

実施設計

市 立 大 学

市立病院の整備 高度専門医療などの医療サービスを充
実するため、市立病院の機能分担と連
携をはかり、整備を推進

城北病院の移転改築（再掲）
1 －2 －0 －1 －6
保健・医療・福祉の総合的エリアの整備
クオリティライフ２１城北構想の推進

〈→Ｐ５９〉

市立病院の耐震対応改修（再掲）
2 －1 －0 －3 －3
防災上重要な公共建築物の改築・耐震
改修〈→Ｐ７４〉

市立病院整備
計画の検討

医療機器の整
備

市立病院整備
計画の策定

医療機器の整
備

健康福祉局

医療情報の提供 患者に対し、現在の病状や治療の目
的・内容などを説明し、患者はその理
解と同意のもとで治療に参加するとい
うインフォームド・コンセントを推進

実施 実施 健康福祉局

市 立 大 学
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緩和ケア（ホスピス）の実施 １－２－０－３－２

事 業 名 事 業 内 容 事 業 量 等 所 管 局
平成１２年度（実績） 平成１３～１５年度

緩和ケア（ホス
ピス）の実施に
向けた検討
（新規）

市立病院において、末期がん患者が最
期まで人間の尊厳を保ちながら意義あ
る人生を送ることができるよう配慮し、
患者とその家族を身体的・精神的・社
会的などさまざまな側面から支援する
ことを目的とした緩和ケア（ホスピ
ス）の実施を検討

市立病院整備
計画の検討

市立病院整備
計画の策定

緩和ケア病棟
整備の検討

健康福祉局

リハビリテーションの充実 １－２－０－３－３

事 業 名 事 業 内 容 事 業 量 等 所 管 局
平成１２年度（実績） 平成１３～１５年度

医療リハビリテ
ーションの充実

市立大学病院の改築整備にあわせ、リ
ハビリテーション部門を拡充

市立病院における医療リハビリテーシ
ョンの機能を充実

検討

市立病院整備
計画の検討

実施

市立病院整備
計画の策定

市 立 大 学

健康福祉局

リハビリテーシ
ョン事業

医療リハビリテーション終了後におい
ても、不自由なく日常生活を送るため
に継続して訓練の必要な人の自立を支
援するため、保健所においてリハビリ
教室を実施

閉じこもりがちな高齢者の社会参加の
促進と心身の機能の維持を目的とした
リハビリ教室を、身近な地域において
実施（再掲）
1 －1 －1 －3 －1
健康な生活を送るための支援
介護予防事業〈→Ｐ３７〉

実施 実施 健康福祉局

患者に対する病名告知などの問題を含
め、カルテなどの開示に関するガイド
ラインを作成し、これに基づいて医療
情報を提供

カルテ等開示
ガイドライン
の検討

カルテ等開示
ガイドライン
の作成

平成１３～１５年度に要する投資的事業費 ５６�９３７百万円

第2部 部門別計画／第1章 市民の福祉と健康

健
康

61



４ 食品と居住環境の衛生管理

難病患者への地域生活支援 １－２－０－３－５

事 業 名 事 業 内 容 事 業 量 等 所 管 局
平成１２年度（実績） 平成１３～１５年度

難病患者への地
域生活支援

ネフローゼ症候群※4 などの難病患者
を支援するため、医療費の助成、在宅
での日常生活の支援を実施

実施 実施 健康福祉局

※4 ネフローゼ症候群
高度のたん白尿や低たん白血症などをきたし、浮腫などの症状を呈し、腎機能が低下する疾患。

※5 HACCP
Hazard Analysis Critical Control Pointの略。危害分析重要管理点方式。食品の安全性をより一層確保するため、最終製品の検査のみで

なく、原材料から消費に至るまでの工程ごとに応じた検査、監視を行っていく新たな衛生管理の手法。

安全な食生活の確保 １－２－０－４－１

事 業 名 事 業 内 容 事 業 量 等 所 管 局
平成１２年度（実績） 平成１３～１５年度

衛生管理システ
ムの整備・推進

市民の安全な食生活を確保するため、
食品製造施設などに対し、営業の種類
ごとにモデル施設を選定して、材料・
中間製品等の検査によるデータの収集
や危害度の分析を行い、H A C C P ※5

による自主的な衛生管理プランと監
視チェックの手法を定め、自主管理を
推進するとともに、監視指導を強化

検討 弁当仕出し製
造業、そうざ
い製造業を対
象に実施

健康福祉局

救急医療体制の充実 １－２－０－３－４

事 業 名 事 業 内 容 事 業 量 等 所 管 局
平成１２年度（実績） 平成１３～１５年度

救急医療体制の
確保

休日などの診療時間外の医療に対応す
るため、第１次（軽症患者）、第２次
（重症患者）、第３次（重篤患者）の
救急医療体制を確保

実施 実施 健康福祉局

休日急病診療所
の改築（新規）

市民が休日などに急病やけがなどに見
舞われた場合に、軽症の患者の診療を
行う施設を改築

― 改築２か所
（中村区、南
区）

健康福祉局

救急搬送能力の
向上（再掲）

2 －1 －0 －2 －3
救急体制の充実
救急隊の増隊
救急車両動態・位置管理システムの導入

〈→Ｐ７０、７１〉

消 防 局

平成１３～１５年度に要する投資的事業費 ２５２百万円
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５ 健康危機管理の推進

６ 斎場の整備

※6 シックハウス症候群
気密性の高い建物や住居において、建材や内装材、家具などから発生する空気汚染物質の放散により、めまい、吐き気、眼、鼻、のどの痛

みなどの見られる症状をきたすもの。

八事斎場の改築と新斎場の整備 １－２－０－６－１

事 業 名 事 業 内 容 事 業 量 等 所 管 局
平成１２年度（実績） 平成１３～１５年度

八事斎場の改築
と新斎場の整備

高齢化による死亡者数の増加、災害時
などに対応できるよう、新斎場の整備
に向けて基本計画を策定

基本計画の策
定に向けた検
討

用地選定およ
び基本計画の
策定

健康福祉局

健康危機管理体制の整備 １－２－０－５－１

事 業 名 事 業 内 容 事 業 量 等 所 管 局
平成１２年度（実績） 平成１３～１５年度

健康危機管理体
制の整備

大規模な食中毒の発生など市民の生命、
健康を脅かす事態が発生した場合に、
被害を最小限に抑えることができるよ
う、さまざまな事態を想定して、情報
の収集・報告・提供、被害の拡大防止
のための行動などを検討し、保健所、
区役所、消防署等が連携して迅速かつ
的確に対応するためのマニュアルを作
成

検討 健康危機管理
マニュアルの
作成

健康福祉局

衛生研究所・環
境科学研究所の
統合（新規）

衛生研究所と環境科学研究所を統合し、
食品の安全性や環境保全を確保するた
めの試験検査や調査研究などを行うと
ともに、食中毒、感染症、有害物質に
よる環境汚染など、市民の健康を脅か
す事態が発生した場合には、その原因
の分析・特定を衛生と環境の両面から
総合的に行う研究所を開設

検討 基本設計 健康福祉局

環 境 局

健康的な居住環境の確保 １－２－０－４－２

事 業 名 事 業 内 容 事 業 量 等 所 管 局
平成１２年度（実績） 平成１３～１５年度

健康的な居住環
境の相談

快適で健康的な居住環境を確保するた
め、室内のカビや結露の防止、ダニア
レルギーの予防、ネズミ衛生害虫の駆
除などに関する相談を実施

シックハウス症候群※6 に関する衛生
相談窓口を保健所に開設（新規）

実施

―

実施

全区に開設

健康福祉局

第2部 部門別計画／第1章 市民の福祉と健康

健
康

63


